家庭礼拝　2010年7月21日　使徒言行録第15章　エルサレム会議
　賛美歌529　主よわが身を　聖書朗読　　祈り　奨励説教　一分黙想　全員祈り　主の祈り　　賛美歌536　御恵みうけた今は
起

今日の聖書の箇所は、パウロの第一回の伝道旅行と第二回の伝道旅行の間に起こった、教会としては、大変大きな出来事の箇所です。何が起こったのかといいますと、教会の最高の意思決定を行う、エルサレム会議が開かれたのです。何を決定したのかと言うと、異邦人の入信に関する、条件について決定したのです。割礼が必要かどうかと言うことです。今まで人によって意見や、見解が分かれていたことを、このエルサレム会議で、統一見解を出すことが出来たのです。そしてそのときこの見解を決定するに当たって大きな働きをしたのは、イエスの兄弟ヤコブでした。ペトロでも、パウロでも、12弟子でもなかったのです。イエスの兄弟ヤコブは、それほど教会の中心的な柱となっていたのです。
キリスト教は、ユダヤ人だけでなく、全人類に対して、開かれた宗教となって、どんどん世界中に広まっていきました。その過程は、この使徒言行録で学んできたとおりです。今まで学んできた中にも異邦人伝道を教会が問題にして、どうするかを決定してきた過程があります。大きなところだけ取り上げても、まず最初に、カイサリアの百人隊長コルネリウスが信仰に導かれる話がありました。このときはペトロもコルネリウスも、聖霊による幻を見て、導かれ、ペトロがコルネリウスのところで話しをしていると、集まっていた多くの人たちの上に聖霊が下りました。このことは、エルサレムの教会でも問題になり、律法に反することを行ったと非難を受けましたが、ペトロはこのことを順序正しく説明し、この言葉を聞いた人々は、神賛美して、「それでは神は異邦人をも悔い改めさせ、命を与えてくださったのだ」といって、神を賛美しました。このときもエルサレムの教会で決定されたのだから、エルサレム会議ではないのかとも思うのですが、いわゆる中会としての決定の形をとったのではなく、単にエルサレムの教会の中での決定と言うことになったのかもしれません。それでも中央の教会が決定したことでしたから、それなりの影響力はありました。
そのあと、アンチィオキアの教会では、異邦人が信じて主に立ち返る人が多くなりました。このうわさを聞いたエルサレム教会は、この異邦人伝道が正しく行われているのかを確認するためにも、バルナバをアンティオキアに派遣して、パウロと供にその異邦人への宣教活動に当たりました。エルサレム教会は、異邦人伝道に対して、指導的な働きをきちんとしていたのです。そしてそれらの延長として、パウロの第一回宣教旅行となるのです。

ですが、コルネリウスの出来事が起こったのは、パウロ達が第一回の異邦人宣教から帰ってきたときから数えると、もう10年は過ぎていたのです。その間にまた、違う意見を持つ人々が現れてきたのです。そしてその意見をきちんと教会としての決定にするためにこのエルサレム会議が開かれたわけです。長老主義教会の中会主義、この中会主義こそプレスビテリー、すなわち長老主義と言うことなのです。この会議のは、教会としての最終的な意思決定が為された最初となるわけです。これが、コルネリウスのときのエルサレムの会議と違うところは、使徒達と長老達、すなわち各教会の長老達が集まって、この決定が為されたと言うことです。ですから、本当の意味での長老会議とはこの中会の会議のことを言います。そして、各教会での長老会議と言われるものは役員会議と呼ばれるのが正しいのだそうです。
承

さて、15章の問題は、自分たちこそ信仰を良く知ってると思っている、知った振りをするある人々がアンティオキアにやってきて、勝手なことを言い始めたのが始まりでした。それはエルサレム教会の許可を得たものではなく、独断でやってしまったのです。ですが、これは伝統的なユダヤ教からすれば当然のことでした。1，2節を読んでみます。
使 15:1　ある人々がユダヤから下って来て、「モーセの慣習に従って割礼を受けなければ、あなたがたは救われない」と兄弟たちに教えていた。
使 15:2　それで、パウロやバルナバとその人たちとの間に、激しい意見の対立と論争が生じた。この件について使徒や長老たちと協議するために、パウロとバルナバ、そのほか数名の者がエルサレムへ上ることに決まった。
この異邦人伝道の戦いと言うのは、ある意味で、伝統的なユダヤ教徒との戦いでした。それは、このキリスト教を、ユダヤ教の一派と見るか、ユダヤ教を超えたものと見るかの違いでした。ユダヤ教の一派と見る人たちは、きちんと教育を受けてきた、パリサイ派出身の人に多くいました。これらの人たちは、この信仰についての知識を多く持っていたので、その知識によって異邦人の人々をユダヤ教と同じように指導しようとしたのです。一節では、ある人々がユダヤから降ってきて、モーセの習慣に従って割礼を受けなければならないと、兄弟達に教えていました。それは、まず、あなた達はユダヤ人になりなさい、そうしなければ、その信仰は受け継ぐことができないと言う、ユダヤ教の発想から起こっていました。ですが、実際に異邦人伝道を行っていた、ペトロもパウロも、バルナバも、神様の恵みと救いは、ユダヤ人も異邦人も分け隔てなく、異邦人の上にも下されたことを知っていました。ですから、異邦人はユダヤ人になる必要がなく、そのままで救われるのだと主張しました。この主張は激しい論争となり対立を引き起こしました。そして、結局当事者同士では、決着がつかないので、エルサレムの教会に相談に行くことになるわけです。
そしてエルサレムに着いたパウロたちは、その問題を報告し、神様が自分達と供に居て下さりどのようにしてくださったのかを報告したのです。4節5節です。

使 15:4　エルサレムに到着すると、彼らは教会の人々、使徒たち、長老たちに歓迎され、神が自分たちと共にいて行われたことを、ことごとく報告した。
使 15:5　ところが、ファリサイ派から信者になった人が数名立って、「異邦人にも割礼を受けさせて、モーセの律法を守るように命じるべきだ」と言った。
パウロたちの、説明のしかたは、自分達の考えを述べることではありませんでした。神様が、自分達と供にいてどのようなことを行ってくださったのか、異邦人に対して何をしてくださったのかを、意見ではなく、事実として報告したのです。私達も、信仰の問題を語るとき、意見の食い違いによって紛糾するのではなく、神様が行ってくださった事実を語れるようになりたいものだと思います。ところがエルサレムの教会にもファリサイ派から信者になった人々がいて、「異邦人にも割礼を受けさせて、モーセの律法を守るように命じるべきだ。」と主張したのです。この意見は、神様がどうなさったかと言うことよりも、律法はどのように命じているのかと言うことを重んじた、教条主義になってしまっているのです。そこには、生ける神様の働きを捉えることの出来ない、律法にしがみつく人々の姿が有ったのです。
転

そこで、このエルサレム会議が招集されたのです。聖書では、7節に、そこで、使徒達と長老達は、この問題について協議するために集まった。と書かれています。そして、このエルサレム会議は開催され、多くの議論が戦わされました。そして、それらの意見が出た後で、ペトロは立って言いました。それはペトロの異邦人伝道の体験から出てきた意見でした。7節から11節です。
使 15:7　議論を重ねた後、ペトロが立って彼らに言った。「兄弟たち、ご存じのとおり、ずっと以前に、神はあなたがたの間でわたしをお選びになりました。それは、異邦人が、わたしの口から福音の言葉を聞いて信じるようになるためです。
使 15:8　人の心をお見通しになる神は、わたしたちに与えてくださったように異邦人にも聖霊を与えて、彼らをも受け入れられたことを証明なさったのです。
使 15:9　また、彼らの心を信仰によって清め、わたしたちと彼らとの間に何の差別をもなさいませんでした。
使 15:10　それなのに、なぜ今あなたがたは、先祖もわたしたちも負いきれなかった軛を、あの弟子たちの首に懸けて、神を試みようとするのですか。
使 15:11　わたしたちは、主イエスの恵みによって救われると信じているのですが、これは、彼ら異邦人も同じことです。」
このように書かれています。私の認識では、パウロは異邦人に遣わされ、ペトロはユダヤ人に遣わされた、との認識でいましたが、今ここで改めて読んでみると、ペトロは自分が異邦人伝道のために遣わされていると認識していることが分かります。ペトロは、言いました。兄弟達、ご存知のとおり、ずっと依然に、神はあなた方の間で、私をお選びになりました。それは、異邦人が私の口から、福音の言葉を聞いて、信じるようになるためなのです、とはっきり言っているのです。そして異邦人にも聖霊が与えられた事実を話しました。このことこそ、誰も反対することの出来ない、神様が受け入れてくださったことの証拠でした。神様は、このように、ユダヤ人も異邦人も何の差別も無く受け入れてくださるのだと強く主張しました。そして更に続けました。それなのに、どうしてあなた達はあの負いきれなかったくびきを負わせようとするのか、私達は主イエスの恵によって救われているのではないか、異邦人とても同じではないかといったのです。ユダヤ教を信じる人々にとっては、宗教とは、律法を守ることによって、神の愛を勝ち取ることでした。何とか神様に認められることでした。ですから何が何でも律法に従わなければならないと言う思いが強かったのです。今でも、クリスチャンの中にも、神様の前にいい子であろうと言う意識の強い人を時々見かけます。自分はこれだけやっているのだから、神様は認めてくれるはずだと思っているかのように見える人がいます。これはやはりユダヤ教徒同じ律法主義に陥っていることになります。それに対してペトロの言ったのは、私達の信仰は、神様の前に自己を放棄して、そしてただ神様の恵によって救われているのではないかといったのです。その恵による救いは、ユダヤ人も異邦人も同じだといっているのです。恵による救いは、神様を自分のほうに引き寄せようとする、その自我の思いを捨て去ったところに与えられる恵です。ただ、哀れんでくださいといえるところに与えられる恵みです。
　このペトロの話が終わると、全会衆は静かになったと書いてあります。ペトロの言わんとしたことが心に響いたようです。そしてそのとき、バルナバとパウロは、自分達を通して神が異邦人の間で行われた、あらゆるしるしと不思議な技について話をしました。バルナバとパウロは自分達が行ったことではなく、神が自分達を通して行ったことを、その不思議な事実のみを語ったのでした。
ここで双方の意見陳述は行われました。ですが、ペトロもパウロもバルナバも当事者です。一体誰が、この審判を下すのでしょうか。そこで出てきたのが、主イエスの兄弟ヤコブです。主イエスの兄弟ヤコブはイエスが生きているときにはイエスの生き方に反対して、家族と共に何とかイエスを引き戻そうと考えていました。ヤコブは非常に厳格にユダヤの律法を守った人のようでした。絶えず祈り続ける人で、義人のヤコブと呼ばれていました。そのように信仰を大切にする人でした。しかしこのヤコブにも、復活の主は現れてくださったのです。コリント第一の15章３節からはイエスの復活と、どのような人々に現れてくださったのかが記されています。そこにヤコブにも現れたことが記されています。第一コリント15章3節からです。
１コリ 15:3　最も大切なこととしてわたしがあなたがたに伝えたのは、わたしも受けたものです。すなわち、キリストが、聖書に書いてあるとおりわたしたちの罪のために死んだこと、
１コリ 15:4　葬られたこと、また、聖書に書いてあるとおり三日目に復活したこと、
１コリ 15:5　ケファに現れ、その後十二人に現れたことです。
１コリ 15:6　次いで、五百人以上もの兄弟たちに同時に現れました。そのうちの何人かは既に眠りについたにしろ、大部分は今なお生き残っています。
１コリ 15:7　次いで、ヤコブに現れ、その後すべての使徒に現れ、
１コリ 15:8　そして最後に、月足らずで生まれたようなわたしにも現れました
このように、イエスの兄弟ヤコブにも復活の主は現れてくださいました。

どのような形で現れてくださったのかは記されていません。ですが、この聖書の記述からすると、復活の主イエスは、ヤコブと一対一で出会ったようです。このときからヤコブは変えられました。そしてイエスの弟子たちを支援し、今では使徒達と並ぶ、いやそれ以上に教会のリーダーとしての存在となったのです。いま、異邦人に対する救いの理解に関して、エルサレム教会は判断を下さなければなりません。そこで、主の兄弟ヤコブは言いました。13節からです。
使 15:13　二人が話を終えると、ヤコブが答えた。「兄弟たち、聞いてください。
使 15:14　神が初めに心を配られ、異邦人の中から御自分の名を信じる民を選び出そうとなさった次第については、シメオンが話してくれました。
使 15:15　預言者たちの言ったことも、これと一致しています。次のように書いてあるとおりです。
使 15:16　『「その後、わたしは戻って来て、／倒れたダビデの幕屋を建て直す。その破壊された所を建て直して、／元どおりにする。
使 15:17　それは、人々のうちの残った者や、／わたしの名で呼ばれる異邦人が皆、／主を求めるようになるためだ。」昔から知らされていたことを行う主は、／こう言われる。』
使 15:19　それで、わたしはこう判断します。神に立ち帰る異邦人を悩ませてはなりません。
使 15:20　ただ、偶像に供えて汚れた肉と、みだらな行いと、絞め殺した動物の肉と、血とを避けるようにと、手紙を書くべきです。
使 15:21　モーセの律法は、昔からどの町にも告げ知らせる人がいて、安息日ごとに会堂で読まれているからです。
ここで呼ばれているシメオンとは、シモンペトロのことです。ヤコブは、異邦人もまた救いの対象にあることを聖書を引用して説明しました。ヤコブの意見は、基本的には、神に立ち返る異邦人を悩ませてはいけない。というものでした。但し条件をつけることで、反対意見の人たちも受け入れやすくしました。それは、偶像に備えて汚れた肉と、みだらな行いと、絞め殺した動物の肉と、血とを避けなければならない。そのことを文書で知らせるべきである。ということでした。割礼のことはなくなりました。そしてエルサレム会議は、この意見で一致したのです。エルサレム会議は、そこで単に結論を出しただけではなく、そのエルサレム会議の決定をアンティオキヤ教会の人々に使者を遣わして、直接告げ知らせたのでした。そして教会の公式の文書として、その決定の内容を次のように述べ伝えました。23節から29節です。
使 15:23　使徒たちは、次の手紙を彼らに託した。「使徒と長老たちが兄弟として、アンティオキアとシリア州とキリキア州に住む、異邦人の兄弟たちに挨拶いたします。
使 15:24　聞くところによると、わたしたちのうちのある者がそちらへ行き、わたしたちから何の指示もないのに、いろいろなことを言って、あなたがたを騒がせ動揺させたとのことです。
使 15:25　それで、人を選び、わたしたちの愛するバルナバとパウロとに同行させて、そちらに派遣することを、わたしたちは満場一致で決定しました。
使 15:26　このバルナバとパウロは、わたしたちの主イエス・キリストの名のために身を献げている人たちです。
使 15:27　それで、ユダとシラスを選んで派遣しますが、彼らは同じことを口頭でも説明するでしょう。
使 15:28　聖霊とわたしたちは、次の必要な事柄以外、一切あなたがたに重荷を負わせないことに決めました。
使 15:29　すなわち、偶像に献げられたものと、血と、絞め殺した動物の肉と、みだらな行いとを避けることです。以上を慎めばよいのです。健康を祈ります。」
このようにして、エルサレム会議の決定は伝えられ、異邦人伝導の問題は収拾されました。アンティオキアの教会の人々は喜びました。使わされた、ユダとシラスは、しばらくアンティオキアにとどまり、教会の人々を励ましていきました。
　この大きな騒動が済んで、数日したかと思うと、パウロはバルナバに、さあ次の伝道旅行に行こうと言い始めたのです。何と言うタフさでしょうか。この2回目の伝道旅行の話は次回といたします。

結

今日の１５章は、キリスト教会が、正式に、公式に異邦人伝道に向かうことを決めた歴史的な決定でした。エルサレム教会の姿勢は、ずっと、異邦人を受け入れる姿勢でした。ですが、そこにはファリサイ派出身のクリスチャンのように、異邦人のままでは受け入れられず、割礼を受けなければだめだとする、旧来の考え方をする人々がいたのです。外にユダヤ人達の迫害があっただけでなく、内側にも律法に従わなければならないと言う火種がくすぶっていたのです。ですがこの会議によって、この問題は正式に解決されました。多くの議論を経て、イエスの兄弟ヤコブによって、その審判は下されたのです。パウロがバルナバに、さあ次の伝道旅行に行こうといったのも、このエルサレム会議の決定に勇気付けられて、更なる宣教活動に情熱を燃やしたからだと思います。キリスト教は、これで決定的にユダヤ教とは違った道を歩むことになります。
(一分間黙祷しみんなで祈る)
(祈り)

天の父なる神様、今週もまた、供に祈り、賛美するときが与えられ感謝いたします。キリスト教が、異邦人のあなたへの信仰を神のわざとして受け入れました。そしてそのしるしは聖霊でした。あなたが私達を通してなさることが伝道です。知識によってではなく、生けるあなたが私達を通してなさることに心を止め、あなたの御心が行われることを喜ぶものでありますように。私達の生活そのものが伝道となり、信仰となりますように。
　本格的な夏となり、毎日暑い日が続いていますが、どうか、皆さんの健康が守られますように。また、水の事故、山の事故、交通事故などから守られますように。私達があなたの恵みを受けるだけではなく、どうか恵を豊かに分かち合うことが出来ますように。分かち合うことの中にこそ本当の豊かさを見出すことが出来ますように。

　世界が平和でありますように。争いが解決し、平安でありますように。一人ひとりがあなたの恵に満たされますように。

私達には、何もできることが無い様に思いますが、あなたへの祈りは世界への奉仕です。あなたへの祈りは世界への働きかけです。どうかこの働きを十分に為していくことが出来ますように、小さなことにこだわらず、この大きな働きの上に、あなたの栄光が表されますように。このすばらしい働きを、ほこりと賛美を持って続けていくことが出来ますように。

この祈りを主イエスキリストの御名によってお祈りいたします。
◆エルサレムの使徒会議
使 15:1　ある人々がユダヤから下って来て、「モーセの慣習に従って割礼を受けなければ、あなたがたは救われない」と兄弟たちに教えていた。
使 15:2　それで、パウロやバルナバとその人たちとの間に、激しい意見の対立と論争が生じた。この件について使徒や長老たちと協議するために、パウロとバルナバ、そのほか数名の者がエルサレムへ上ることに決まった。
使 15:3　さて、一行は教会の人々から送り出されて、フェニキアとサマリア地方を通り、道すがら、兄弟たちに異邦人が改宗した次第を詳しく伝え、皆を大いに喜ばせた。
使 15:4　エルサレムに到着すると、彼らは教会の人々、使徒たち、長老たちに歓迎され、神が自分たちと共にいて行われたことを、ことごとく報告した。
使 15:5　ところが、ファリサイ派から信者になった人が数名立って、「異邦人にも割礼を受けさせて、モーセの律法を守るように命じるべきだ」と言った。
使 15:6　そこで、使徒たちと長老たちは、この問題について協議するために集まった。
使 15:7　議論を重ねた後、ペトロが立って彼らに言った。「兄弟たち、ご存じのとおり、ずっと以前に、神はあなたがたの間でわたしをお選びになりました。それは、異邦人が、わたしの口から福音の言葉を聞いて信じるようになるためです。
使 15:8　人の心をお見通しになる神は、わたしたちに与えてくださったように異邦人にも聖霊を与えて、彼らをも受け入れられたことを証明なさったのです。
使 15:9　また、彼らの心を信仰によって清め、わたしたちと彼らとの間に何の差別をもなさいませんでした。
使 15:10　それなのに、なぜ今あなたがたは、先祖もわたしたちも負いきれなかった軛を、あの弟子たちの首に懸けて、神を試みようとするのですか。
使 15:11　わたしたちは、主イエスの恵みによって救われると信じているのですが、これは、彼ら異邦人も同じことです。」
使 15:12　すると全会衆は静かになり、バルナバとパウロが、自分たちを通して神が異邦人の間で行われた、あらゆるしるしと不思議な業について話すのを聞いていた。
使 15:13　二人が話を終えると、ヤコブが答えた。「兄弟たち、聞いてください。
使 15:14　神が初めに心を配られ、異邦人の中から御自分の名を信じる民を選び出そうとなさった次第については、シメオンが話してくれました。
使 15:15　預言者たちの言ったことも、これと一致しています。次のように書いてあるとおりです。
使 15:16　『「その後、わたしは戻って来て、／倒れたダビデの幕屋を建て直す。その破壊された所を建て直して、／元どおりにする。
使 15:17　それは、人々のうちの残った者や、／わたしの名で呼ばれる異邦人が皆、／主を求めるようになるためだ。」昔から知らされていたことを行う主は、／こう言われる。』
使 15:19　それで、わたしはこう判断します。神に立ち帰る異邦人を悩ませてはなりません。
使 15:20　ただ、偶像に供えて汚れた肉と、みだらな行いと、絞め殺した動物の肉と、血とを避けるようにと、手紙を書くべきです。
使 15:21　モーセの律法は、昔からどの町にも告げ知らせる人がいて、安息日ごとに会堂で読まれているからです。」
◆使徒会議の決議
使 15:22　そこで、使徒たちと長老たちは、教会全体と共に、自分たちの中から人を選んで、パウロやバルナバと一緒にアンティオキアに派遣することを決定した。選ばれたのは、バルサバと呼ばれるユダおよびシラスで、兄弟たちの中で指導的な立場にいた人たちである。
使 15:23　使徒たちは、次の手紙を彼らに託した。「使徒と長老たちが兄弟として、アンティオキアとシリア州とキリキア州に住む、異邦人の兄弟たちに挨拶いたします。
使 15:24　聞くところによると、わたしたちのうちのある者がそちらへ行き、わたしたちから何の指示もないのに、いろいろなことを言って、あなたがたを騒がせ動揺させたとのことです。
使 15:25　それで、人を選び、わたしたちの愛するバルナバとパウロとに同行させて、そちらに派遣することを、わたしたちは満場一致で決定しました。
使 15:26　このバルナバとパウロは、わたしたちの主イエス・キリストの名のために身を献げている人たちです。
使 15:27　それで、ユダとシラスを選んで派遣しますが、彼らは同じことを口頭でも説明するでしょう。
使 15:28　聖霊とわたしたちは、次の必要な事柄以外、一切あなたがたに重荷を負わせないことに決めました。
使 15:29　すなわち、偶像に献げられたものと、血と、絞め殺した動物の肉と、みだらな行いとを避けることです。以上を慎めばよいのです。健康を祈ります。」
使 15:30　さて、彼ら一同は見送りを受けて出発し、アンティオキアに到着すると、信者全体を集めて手紙を手渡した。
使 15:31　彼らはそれを読み、励ましに満ちた決定を知って喜んだ。
使 15:32　ユダとシラスは預言する者でもあったので、いろいろと話をして兄弟たちを励まし力づけ、
使 15:33　しばらくここに滞在した後、兄弟たちから送別の挨拶を受けて見送られ、自分たちを派遣した人々のところへ帰って行った。
†
使 15:35　しかし、パウロとバルナバはアンティオキアにとどまって教え、他の多くの人と一緒に主の言葉の福音を告げ知らせた。
◆パウロ、バルナバとは別に宣教を開始する
使 15:36　数日の後、パウロはバルナバに言った。「さあ、前に主の言葉を宣べ伝えたすべての町へもう一度行って兄弟たちを訪問し、どのようにしているかを見て来ようではないか。」
使 15:37　バルナバは、マルコと呼ばれるヨハネも連れて行きたいと思った。
使 15:38　しかしパウロは、前にパンフィリア州で自分たちから離れ、宣教に一緒に行かなかったような者は、連れて行くべきでないと考えた。
使 15:39　そこで、意見が激しく衝突し、彼らはついに別行動をとるようになって、バルナバはマルコを連れてキプロス島へ向かって船出したが、
使 15:40　一方、パウロはシラスを選び、兄弟たちから主の恵みにゆだねられて、出発した。
使 15:41　そして、シリア州やキリキア州を回って教会を力づけた。
